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一
、
細
井
広
沢
の
生
涯

　

細
井
広
沢
〈
万
治
元
―
享
保
二
十
（
一
六
五
八
―
一
七
三
五
）〉
は
、
江
戸
時

代
前
・
中
期
の
儒
学
者
・
書
家
で
あ
る
。
名
は
知と

も

慎ち
か

、
字
は
固
卿
、
ま
た
公
謹
。

号
は
広
沢
（
廣
澤
）
の
他
、
菊
叢
・
思
貽
斎
・
蕉
林
庵
・
玉
川
・
奇
勝
堂
な
ど
の

別
号
が
あ
る
。
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）、
遠
江
国
掛
川
に
お
い
て
細
井
玄
佐
知

治
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
十
一
歳
の
時
に
父
と
と
も
に
江
戸
に
入
り
、
朱
子
学

を
は
じ
め
、
書
道
・
歌
道
・
兵
学
・
天
文
・
測
量
・
算
法
な
ど
あ
ら
ゆ
る
学
問
を

渉
猟
し
た
。

　

そ
の
博
学
多
通
な
さ
ま
が
見
込
ま
れ
、
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
に
は
、
当
時

絶
大
な
権
勢
を
誇
っ
て
い
た
柳
沢
吉
保
〈
一
六
五
八
―
一
七
一
四
〉
に
仕
官
を
果

た
し
、
鉄
砲
組
の
組
頭
と
し
て
二
百
石
を
与
え
ら
れ
た
。
四
十
歳
を
迎
え
た
元
禄

十
年
（
一
六
九
七
）
に
は
、
吉
保
の
側
近
と
し
て
、
荻
生
徂
徠
〈
一
六
六
六
―
一

七
二
八
〉
と
と
も
に
徳
川
第
五
代
将
軍
・
綱
吉
〈
一
六
四
六
―
一
七
〇
九
〉
に
拝

謁
し
た
。
吉
保
は
、
綱
吉
の
文
治
政
治
に
恭
順
す
る
意
も
あ
り
、
儒
学
者
や
文
人

と
の
交
流
に
熱
心
で
あ
っ
た
が
、
広
沢
と
は
同
年
生
ま
れ
と
い
う
誼
も
あ
っ
て

か
、
昵
懇
の
間
柄
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
広
沢
は
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
、
元

禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）、
吉
保
か
ら
の
禄
を
辞
し
、
浪
人
の
身
と
な
る
。

　

広
沢
が
致
仕
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
一
説
に
幕
府
側
用
人
で
あ

る
松
平
輝
貞
（
高
崎
藩
主
）
と
の
確
執
と
す
る
も
の
、
ま
た
一
説
に
、「
忠
臣
蔵
」

で
知
ら
れ
る
赤
穂
浪
士
討
ち
入
り
に
際
し
、
広
沢
が
陰
で
相
当
な
加
担
を
し
て
い

た
か
ら
、
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
骸
骨
を
乞
う
広
沢
に
対
し
、
義
を
重
ん
ず
る
そ

の
人
と
な
り
に
吉
保
は
理
解
を
示
し
た
の
で
あ
る
が
、
幕
府
の
中
枢
に
い
る
吉
保

に
と
っ
て
は
断
腸
の
思
い
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
の
後
も
吉
保
は
毎
年
五
十
両

（
現
在
の
約
三
三
〇
万
円
相
当
）
の
支
援
金
を
送
り
、
親
交
を
持
ち
続
け
た
と
い

う
。

　

実
は
広
沢
は
、
赤
穂
浪
士
の
一
人
、
堀
部
安
兵
衛
（
武
庸
）
と
非
常
に
親
し
い

関
係
に
あ
っ
た
。
剣
術
を
堀
内
正
春
に
学
ん
だ
際
、
そ
の
道
場
で
師
範
代
で
あ
っ

た
安
兵
衛
と
意
気
投
合
し
た
の
で
あ
る
。
現
在
、
東
京
都
中
央
区
八
丁
堀
の
亀
島

橋
西
詰
に
、
安
兵
衛
を
顕
彰
し
た
「
堀
部
安
兵
衛
武
庸
之
碑
」
が
建
碑
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
碑
文
の
中
に
、「
京
橋
水
谷
町
、
儒
者
細
井
次
郎
大
夫
家
に
居
住
」

と
い
う
一
節
が
あ
る
。
こ
の
細
井
次
郎
大
夫
と
は
広
沢
の
こ
と
で
あ
り
、
安
兵
衛

が
細
井
宅
に
居
候
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ほ
ど
の
付
き
合
い
を
し
て
い

た
こ
と
か
ら
、
安
兵
衛
の
広
沢
に
対
す
る
信
任
は
た
い
そ
う
厚
い
も
の
が
あ
っ

た
。
元
禄
十
五
年
十
二
月
十
五
日
未
明
の
、
か
の
討
ち
入
り
事
件
に
際
し
、
吉
良

邸
に
掲
げ
ら
れ
た
趣
意
書
「
浅
野
内
匠
家
来
口
上
」
作
成
に
起
草
の
段
階
か
ら
広
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沢
は
深
く
関
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
安
兵
衛
は
自
身
の
日
記
「
堀
部

武
庸
筆
記
」
も
広
沢
に
託
し
て
い
る
。
真
偽
の
ほ
ど
は
定
か
で
な
い
が
、
討
ち
入

り
当
日
に
は
、
広
沢
は
自
邸
の
屋
根
に
登
り
、
本
所
方
面
を
眺
め
て
い
た
、
と
い

う
逸
話
も
伝
わ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

　

さ
て
、
話
を
広
沢
の
書
に
移
す
こ
と
に
す
る
。
広
沢
の
師
・
北
島
雪
山
〈
一
六

三
六
―
一
六
九
七
〉
は
唐
様
書
を
広
め
た
草
分
け
的
存
在
で
あ
り
、
広
沢
は
雪
山

の
高
弟
で
あ
っ
た
。
広
沢
の
書
に
お
け
る
師
に
つ
い
て
は
、「
書
、
雪
山
先
生
授

撥
蹬
法
。
入
木
道
、
持
明
院
殿
御
門
人 

柳
葉
筑
前
守
伝
来
」（『
二
老
略
伝
』）
と

す
る
記
述
が
あ
る
。「
書
」
と
「
入
木
道
」
が
区
別
さ
れ
て
い
る
所
が
興
味
深
い

が
、
唐
様
・
和
様
そ
れ
ぞ
れ
を
学
ん
だ
こ
と
が
伝
わ
る
。
そ
の
こ
と
が
、
後
に
書

論
を
編
む
際
の
学
究
態
度
の
礎
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

師
・
雪
山
亡
き
後
、
広
沢
は
唐
様
書
の
第
一
人
者
と
し
て
活
躍
し
、
そ
の
書
風

は
一
世
を
風
靡
し
た
。
広
沢
の
門
下
か
ら
は
、「
四
天
王
」
と
称
さ
れ
る
平
林
惇

信
（
静
齋
）〈
一
六
九
六
―
一
七
五
三
〉、
関
思
恭
〈
一
六
九
七
―
一
七
六
五
〉、

三
井
親
和
〈
一
七
〇
〇
―
一
七
八
二
〉、
松
下
烏
石
〈
一
六
九
九
―
一
七
七
九
〉

な
ど
、
次
代
の
唐
様
書
を
担
う
錚
々
た
る
メ
ン
バ
ー
が
輩
出
さ
れ
た
（
但
し
、
こ

の
師
弟
関
係
に
は
異
論
も
あ
り
）。
ま
た
、
子
の
九
皐
〈
一
七
一
一
―
一
七
八
二
〉

も
父
・
広
沢
の
書
法
を
継
承
し
、
唐
様
書
の
隆
盛
を
確
実
な
も
の
と
し
た
。
九
皐

は
書
法
の
正
統
性
を
唱
え
る
べ
く
、
書
論
『
墨
道
私
言
』
を
著
し
て
い
る
。

　

広
沢
は
実
作
の
み
な
ら
ず
、
書
の
歴
史
と
理
論
に
精
通
し
た
上
で
、
唐
様
の
根

本
原
理
を
著
述
す
る
。
書
法
・
書
学
相
俟
っ
て
、
後
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

の
で
あ
る
。
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）、
五
十
七
歳
の
時
に
著
し
た
『
紫
微
字
様
』

で
は
、
唐
様
の
淵
源
を
明
ら
か
に
し
、
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）、
六
十
二
歳
の

時
に
著
し
た
『
撥
蹬
真
詮
』
で
は
、
師
・
雪
山
の
書
法
を
称
揚
し
、
唐
様
の
書
法

が
王
羲
之
以
来
の
正
統
的
な
書
法
で
あ
る
こ
と
を
提
唱
し
た
。
享
保
十
年
（
一
七

二
五
）
に
は
『
観
鵞
百
譚
』
を
著
し
、
中
国
書
論
を
中
心
に
、
日
本
書
論
も
織
り

交
ぜ
な
が
ら
そ
の
卓
見
を
披
歴
し
た
。
多
才
な
広
沢
も
、
晩
年
は
筆
墨
三
昧
の
生

活
を
送
っ
た
と
い
う
。
七
十
八
歳
で
そ
の
生
涯
を
閉
じ
、
墓
所
は
、
現
在
、
東
京

都
世
田
谷
区
等
々
力
の
満
願
寺
に
あ
る
。

細
井
家
墓
所
（
世
田
谷
区
満
願
寺
）

前
方
左 
広
沢
墓　
　

前
方
右 

九
皐
墓
（
二
〇
一
八
年
八
月
一
日
撮
影
）
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二
、『
観
鵞
百
譚
』
序
な
ら
び
に
凡
例

　

『
観
鵞
百
譚
』
は
、
和
漢
の
書
に
関
す
る
故
事
・
逸
聞
な
ど
百
条
を
集
録
し
、

広
沢
の
按
語
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
享
保
十
年
（
一
七
二
五
）
に
著
さ
れ
た

が
、
上
梓
は
亡
く
な
る
直
前
の
享
保
二
十
年
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
本
稿

で
扱
う
架
蔵
の
版
本
『
観
鵞
百
譚
』
は
、
全
五
巻
五
冊
よ
り
な
り
、
第
五
冊
の
奥

付
に
は
「
享
保
二
十
年
乙
卯
歳
孟
春
穀
旦　

江
戸
通
油
町　

書
肆　

川
村
源
左
衛

門
梓
行
」
と
あ
る
。
第
一
冊
の
冒
頭
に
序
文
が
あ
り
、
本
書
執
筆
の
動
機
と
経
緯

が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

本
章
で
は
、
ま
ず
、
序
文
を
翻
刻
す
る
。
な
お
、
全
文
を
翻
刻
し
た
刊
本
に
は

『
日
本
書
畫
苑
』
第
一
（
国
書
刊
行
会
編
、
一
九
七
〇
）
に
所
収
さ
れ
る
『
觀
鵞

百
譚
』
が
あ
り
、
版
本
と
の
文
字
の
異
同
に
つ
い
て
は
注
記
す
る
。
版
本
に
お
け

る
変
体
仮
名
は
平
仮
名
に
改
め
、
版
本
・
刊
本
に
お
け
る
漢
字
は
原
則
と
し
て
新

字
で
表
記
し
た
。
ま
た
、
版
本
に
振
ら
れ
て
い
る
ル
ビ
の
内
、
参
看
す
べ
き
も
の

は
そ
の
ま
ま
振
り
、
難
読
語
に
も
ル
ビ
を
振
っ
た
。
な
お
、
版
本
の
写
真
は
、
架

蔵
の
『
観
鵞
百
譚
』
で
あ
る
。

『
観
鵞
百
譚
』

【
序
】

○
一
丁
表
二
行
目
〜
十
行
目

〈
翻
刻
〉

　

詩
林
に
叢
話
す
く
な
か
ら
ず
、
和
歌
に
雑
談
と
い
ふ
有あ

り

。
知と
も

慎ち
か 

曽か
つ

て
来
游
の

童
生
の
た
め
に
、
臨＊

池
の
雑
談
を
集
め
ん
と
思
ひ
よ
り
て
、
か
た
は
し
書か
き

つ
ら
ぬ

る
事
有
、
皆
本
文
の
正
し
き
事
の
み
を
飜
訳
す
る
也
。
和
朝
の
故
事
は
、
漢
土
の

よ
り
は
得
が
た
し
、
因
て
聊

い
さ
さ

か
数
条
の
み
を
載の
せ

た
り
。
命
な
づ
け

て
『
臨
池
夜
話
』
と
せ

ん
と
お
も
へ
り
。
草
稿
い
ま
だ
脱
せ
ず
、
筐

＊
き
ゃ
う

底て
い

の
白
魚
に
供ぐ

し
て
、
已
に
烏う

有い
う

に
帰
せ
ん
と
す
。

〈
通
釈
〉

　

漢
詩
や
和
歌
に
は
エ
ピ
ソ
ー
ド
集
と
い
っ
た
も
の
が
あ
る
。
そ
こ
で
私
（
知

慎
）
は
、
書
を
習
い
に
来
る
童
子
た
ち
の
た
め
に
、
書
に
関
す
る
故
事
・
逸
聞
を

集
め
、
片
っ
端
か
ら
書
き
留
め
た
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
本
文
の
適
正
な
も
の

を
翻
訳
し
た
の
で
あ
る
。
日
本
の
故
事
は
中
国
に
比
べ
る
と
集
め
に
く
く
、
数
条

の
み
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
名
付
け
て
『
臨
池
夜
話
』
と
し
よ
う
と
思
っ
た
が
、

い
ま
だ
草
稿
の
段
階
を
脱
し
て
お
ら
ず
、
箱
の
底
の
紙
魚
に
食
わ
れ
、
も
は
や
元

の
状
態
を
失
わ
ん
ば
か
り
で
あ
る
。

〈
語
釈
〉

・
臨
池
…
書
道
・
書
学
の
こ
と
。
後
漢
の
張
芝
が
池
に
臨
ん
で
書
を
習
い
、
そ
の

た
め
に
池
の
水
が
真
っ
黒
に
な
っ
た
と
い
う
故
事
に
よ
る
。
西
晋
の
衛
恒

『
四
体
書
勢
』
に
「
弘
農
張
伯
英
者
、
因
而
転
精
甚
巧
。
凡
家
之
衣
帛
、
必

先
書
而
後
練
之
。
臨
池
学
書
、
池
水
尽
黒
」
と
あ
る
。
張
芝
（
字
は
伯
英
）

は
草
書
に
優
れ
、
後
世
、「
草
聖
」
と
称
せ
ら
れ
た
。
曾
鞏
『
墨
池
記
』
に

は
、「
羲
之
嘗
慕
張
芝
、
臨
池
学
書
、
池
水
尽
黒
」
と
、
王
羲
之
が
張
芝
を

慕
い
、
そ
の
逸
話
に
倣
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

　
　
　

唐
の
孫
過
庭
は
『
書
譜
』
の
中
で
、「
入
木
」
を
王
羲
之
に
、「
臨
池
」
を

張
芝
に
な
ぞ
ら
え
、「
有
乖
入
木
之
術
、
無
間
臨
池
之
志
」
と
自
身
の
学
書

が
王
羲
之
書
法
に
は
隔
た
り
が
あ
る
が
、
書
の
道
へ
の
志
は
張
芝
に
ひ
け
を

と
ら
な
い
、
と
述
懐
す
る
。

・
筐
底
の
白
魚
に
供
し
て
…
箱
の
底
の
紙し

魚み

に
食
わ
れ
る
さ
ま
。

・
烏
有
に
帰
せ
ん
と
す
…
「
烏な

ん

ぞ
有
ら
ん
や
」
よ
り
、
何
も
な
い
状
態
を
い
う
。

虫
損
に
よ
っ
て
元
の
状
態
を
失
う
こ
と
。

○
一
丁
表
十
行
目
〜
一
丁
裏
九
行
目

〈
翻
刻
〉

　

是
歳
五
月
雨
打う

ち

つ
ゞ
く
こ
ろ
、
好
問
藤
公
の
御
許
に
詣
た
る
に
、
其
家
に
賜
禽
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お
ほ
し
。
白
＊
は
っ

鷳か
ん

錦
雞
、
緑＊

衣
使
者
を
初
と
し
て
、
見
な
れ
ぬ
奇
鳥
さ
ま
〴
〵
有
。

又
鵞
と
い
ふ
鳥
、
雙
翼
庭
池
に
遊
び
、

々

＊
ぎ
つ

た

ぎ
つ

る
声
高
く
、
水
に
浴
し
、
翅は
ね

を

た
ゝ
き
、
頸

＊
く
び

を
の
べ
、
尾
を
振
て
、
意
を
え
た
り
が
ほ
な
り
。
是
は
日
ご
ろ
見
ぬ

事
な
れ
ば
、
い
か
に
と
尋

た
づ
ね

奉
れ
ば
、
官
家
よ
り
賜
り
ぬ
、
卵
＊
か
い
こを
伏ふ
く

せ
し
め
て
爾
な
ん
ぢ

に

も
贈
な
ん
と
宣

の
た
ま

ふ
。

〈
通
釈
〉

　

こ
の
歳
、
五
月
雨
が
打
ち
続
く
こ
ろ
、
好
問
藤
公
（
大
久
保
常
春
）
宅
を
訪
ね

た
と
こ
ろ
、
そ
の
家
に
は
下
賜
さ
れ
た
鳥
が
多
く
い
た
。
シ
ラ
キ
ジ
や
キ
ン
ケ

イ
、
オ
ウ
ム
を
は
じ
め
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
の
見
慣
れ
ぬ
珍
し
い
鳥
が
い
た
。
さ

ら
に
、
鵞
（
ガ
チ
ョ
ウ
）
と
い
う
鳥
が
、
翼
を
広
げ
て
庭
池
に
遊
び
、
声
高
く
鳴

き
な
が
ら
水
浴
び
し
、
羽
を
ば
た
つ
か
せ
、
頸
を
伸
ば
し
、
尾
を
振
っ
て
、
ま
る

で
我
が
意
を
得
た
り
と
い
う
さ
ま
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
頃
見
か
け
ぬ
こ
と
な
の

で
、
い
か
が
さ
れ
た
か
と
問
い
尋
ね
る
と
、
官
家
よ
り
下
賜
さ
れ
た
も
の
で
、
卵

を
温
め
た
ら
、
そ
な
た
に
も
贈
ろ
う
と
仰
る
。

〈
語
釈
〉

・
好
問
藤
公
…
大
久
保
常
春
〈
一
六
七
五
―
一
七
二
八
〉。
江
戸
時
代
中
期
の
大

名
。
下
野
烏
山
藩
初
代
藩
主
。
江
戸
幕
府
の
若
年
寄
、
老
中
。
墓
所
は
東
京

都
世
田
谷
区
太
子
堂
の
最
勝
寺
。

・
白
鷳
錦
雞　

白
鷳
（
シ
ラ
キ
ジ
）
と
錦
雞
（
キ
ン
ケ
イ
）。
い
ず
れ
も
キ
ジ
科

の
鳥
。

・
緑
衣
使
者
…
鸚
鵡
（
オ
ウ
ム
）
の
こ
と
。
羽
の
色
が
緑
色
で
あ
る
こ
と
か
ら
。

・

々
…
「
ギ
ツ
ギ
ツ
」
は
鵞
鳥
（
ガ
チ
ョ
ウ
）
の
鳴
き
声
。
但
し
、
版
本
の
ル

ビ
は
「
キ
ツ
」。『
孟
子
』
滕
文
公
章
句
下
に
「
悪
用
是

者
為
哉
」
と
あ

り
、
後
漢
の
趙
岐
は
「
鶃
鶃
、
鵝
鳴
声
」
と
注
す
る
。

・
頸
…
刊
本
「
頭
」
に
作
る
も
誤
刻
。

・
卵
を
伏
せ
し
め
…
「
伏
卵
」
は
、
卵
を
温
め
る
こ
と
。
版
本
「
卵
」
に
「
カ
イ

コ
」
の
ル
ビ
あ
り
。

○
一
丁
裏
九
行
目
〜
二
丁
表
九
行
目

〈
翻
刻
〉

　

侍
座 

時
う
つ
り
て
、
さ
ま
〴
〵
の
も＊

の
が
た
り
競
ひ
を
こ
り
け
る
ほ
ど
に
、

知
慎
ま
う
し
け
る
は
、
晋
の
王＊

逸
少
、
山＊

陰
の
道
士
の
や
し
な
へ
る
鵞
を
求
む
と

て
、
道
徳
経
を
書か

き

て
是
に
換
た
り
、
よ
り
て
此
経
を
換
＊
く
わ

鵞ん
が

と
よ
ぶ
と
か
や
、
古
人

の
風
儀
は
お
か
し
く
や
さ
し
き
事
お＊

ほ
き
も
の
な
り
な
ど
興
じ
あ
へ
り
。
さ
て
つ

く
〴
〵
と
其
鳥
を
見
る
に
、
げ
に
心
の
ど
か
に
、
か
た
ち
を
も
〳
〵
し
く
、
翎

＊
れ
い

毛

潔
白
に
し
て
、
声
又
瀏

＊
り
う

亮り
ゃ
うた
り
。
頸く
び 

婉
曲
に
し
て
自
在
な
る
事
、
筆
法
に
か
よ

ひ
て
お
か
し
と
か
や
、
古
人
の
お
も
ひ
よ
れ
る
、
た
ゞ
な
ら
ず
と
な
が
め
居
た
り
。

〈
通
釈
〉

　

し
ば
し
時
を
過
ご
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
話
に
打
ち
興
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
私

（
知
慎
）
が
、
か
の
晋
の
王
逸
少
（
羲
之
）
は
、
山
陰
の
道
士
が
養
っ
て
い
る
鵞

鳥
を
求
め
て
、「
道
徳
経
」
を
書
い
て
交
換
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
「
換
鵞
経
」

と
呼
ん
だ
よ
う
で
あ
る
、
と
申
し
上
げ
、
古
人
の
や
り
取
り
に
は
趣
や
風
情
が
あ

る
こ
と
が
多
い
な
ど
と
興
じ
あ
っ
た
。
さ
て
、
そ
の
鳥
を
じ
っ
と
見
て
い
る
と
、

確
か
に
心
お
だ
や
か
に
、
容
貌
に
も
威
厳
が
あ
り
、
羽
毛
は
真
っ
白
で
、
そ
の
鳴

き
声
は
清
く
明
る
い
。
頸
が
し
と
や
か
に
動
く
さ
ま
は
、
筆
法
に
通
じ
て
趣
が
あ

る
と
い
う
古
人
の
思
い
付
き
に
は
、
な
る
ほ
ど
そ
の
通
り
だ
と
眺
め
た
の
で
あ
る
。

〈
語
釈
〉

・
も
の
が
た
り
…
刊
本
「
物
が
た
り
」
に
作
る
。

・
お
ほ
き
も
の
な
り
…
刊
本
「
お
ほ
き
者
な
り
」
に
作
る
。

・
王
逸
少
…
王
羲
之
。
逸
少
は
字
。

・
山
陰
の
道
士
の
〜
…
『
晋
書
』
巻
八
十
、
王
羲
之
伝
に
「
性
愛
鵝
。
会
稽
有
孤

居
姥
養
一
鵝
、
善
鳴
。
求
市
未
能
得
。
遂
携
親
友
命
駕
就
観
。
姥
聞
羲
之
将
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至
、
烹
以
待
之
。
羲
之
嘆
惜
彌
日
。
又
山
陰
有
一
道
士
、
養
好
鵝
。
羲
之
往

観
焉
、
意
甚
悅
、
固
求
市
之
。
道
士
云
、「
為
写
道
徳
経
、
当
挙
群
相
贈

耳
」。
羲
之
欣
然
写
畢
、
籠
鵝
而
帰
、
甚
以
為
楽
。
其
任
率
如
此
」
と
あ
る
。

・
換
鵞
…
「
道
徳
経
」
を
書
い
て
鵞
鳥
と
交
換
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
「
換
鵞

経
」
と
も
呼
ぶ
と
い
う
こ
と
。「
換
鵞
」
は
、
書
を
請
い
求
め
る
こ
と
、
ま

た
、
書
道
の
意
で
も
用
い
ら
れ
る
。

・
翎
毛
…
羽
毛
。
は
ね
。

・
瀏
亮
…
清
く
明
ら
か
な
こ
と
。
朗
ら
か
な
こ
と
。

○
二
丁
表
九
行
目
〜
二
丁
裏
十
行
目

〈
翻
刻
〉

　

今
や
藤
公
の
令＊

嗣
君 

成＊

童
に
し
て
、
筆
法
を
知
慎
に
問
給
ふ
時
な
れ
ば
、
換

鵞
の
故
事
を
語

＊
か
た
り

申
せ
と
聞
え
お
は
し
ま
す
。
か
し
こ
ま
り
て
、
演
説
一
会
し
て

や
み
ぬ
。
か
く
て
茅
齋
に
帰
て
、
筐
笥
の
底
の
草
稿
を
求
む
れ
ば
、
半

な
か
ば

散
失
し
て

か
た
ば
か
り
な
り
。
此
ま
ゝ
捨す

て

な
ん
と
す
る
も
お
し
け
れ
ば
、
其そ
れ

が
中
に
百
条
を

綴
り
て
、
童
君
に
奉
ら
ん
と
す
。
因
て
お
も
へ
り
、
鵞
の
中
書
君
に
縁え

ん

あ
る
事
、

お
ほ
か
た
な
ら
ず
と
て
、
其そ

の

冊さ
つ

を
名
づ
け
て
『
観
鵞
百
譚
』
と
い
ふ
こ
と
し
か
り
。

享＊

保
十
年
乙
巳
蒲
月
末
の
六
日

〈
通
釈
〉

　

今
や
、
藤
公
の
子
息
（
大
久
保
忠
胤
）
も
立
派
に
な
ら
れ
、
私
（
知
慎
）
に
筆

法
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
、
王
羲
之
の
「
換
鵞
」
の
故
事
を
話
す
よ
う
仰
る
。
恐
れ

慎
み
な
が
ら
、
ひ
と
く
さ
り
演
説
し
終
え
た
。
そ
の
ま
ま
拙
宅
に
帰
り
、
箱
の
中

の
草
稿
を
探
し
て
み
る
も
、
半
ば
散
失
し
て
紙
片
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
ま
ま

捨
て
置
く
の
も
惜
し
く
、
そ
の
中
か
ら
百
条
を
綴
っ
て
童
君
（
忠
胤
）
に
呈
上
し

よ
う
と
考
え
る
に
至
っ
た
。
そ
し
て
思
う
に
、
鵞
の
中
書
君
（
王
献
之
。
羲
之
の

第
七
子
）
に
縁
あ
る
事
、
一
通
り
な
み
な
み
で
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
一
冊
を
名

付
け
て
『
観
鵞
百
譚
』
と
命
名
し
た
の
で
あ
る
。

『
観
鵞
百
譚
』
序

細井広沢『観鵞百譚』解題
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〈
語
釈
〉

・
令
嗣
君
…
大
久
保
常
春
の
嗣
子
・
忠
胤
〈
一
七
一
〇
―
一
七
七
九
〉。

・
成
童
…
年
齢
の
や
や
長
じ
た
者
を
い
う
。
十
五
歳
以
上
の
少
年
。
広
沢
が
享
保

十
年
（
一
七
二
五
）
に
忠
胤
に
『
観
鵞
百
譚
』
を
授
け
た
時
、
忠
胤
は
数
え

十
六
歳
。

・
語
申
せ
…
刊
本
「
語
り
申
せ
」。

・
享
保
十
年
乙
巳
蒲
月
末
の
六
日
…
「
蒲
月
」
は
陰
暦
五
月
の
異
名
。
よ
っ
て
、

享
保
十
年
五
月
二
十
六
日
に
記
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
刊
本
や
他
の
版
本

（『
日
本
書
論
集
成
』
所
収
本
）
に
は
こ
れ
に
続
け
て
「
廣
澤
藤
（
滕
）
知

慎 

敬
識
」
と
あ
る
。
架
蔵
の
版
本
は
落
丁
に
よ
る
か
、
署
名
は
見
え
な
い
。

〈
補
説
〉

　

『
観
鵞
百
譚
』
と
し
て
知
ら
れ
る
本
書
は
、
当
初
『
臨
池
夜
話
』
と
す
る
構
想

が
あ
っ
た
が
、
そ
の
草
稿
は
虫
損
に
よ
っ
て
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
状
態
で
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
好
問
藤
公
（
大
久
保
常
春
）
邸
を
訪
問
し
た
際
、
同
家
に
下
賜
さ
れ

た
さ
ま
ざ
ま
な
奇
鳥
（
珍
し
い
鳥
）
が
い
る
中
で
、
広
沢
は
鵞
鳥
の
動
き
に
目
を

留
め
る
。

　

広
沢
は
、
鵞
鳥
を
見
る
機
会
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
鵞
鳥
の
動
き
に
興
味

を
持
ち
、
王
羲
之
が
鵞
鳥
を
欲
し
て
、「
道
徳
経
」
を
書
い
て
こ
れ
と
交
換
し

た
、
と
い
う
故
事
を
思
い
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
故
事
は
、
広
沢
に
と
っ
て
、

非
常
に
印
象
深
い
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。『
観
鵞
百
譚
』
第
一
談
は
「
王

右
軍 

換
鵞
道
徳
経
」（
王
右
軍 

鵞
に
換
ふ
る
道
徳
経
）
と
い
う
題
目
で
、
こ
の

故
事
に
つ
い
て
検
証
し
て
い
る
。

　

な
お
、
林
羅
山
『
羅
山
先
生
文
集
』
巻
七
・
第
二
十
四
条
に
興
味
深
い
論
証
が

あ
る
の
で
、
以
下
に
引
用
す
る
。

　
　

山
陰
の
道
士 

群
鵝
を
養
ふ
。
王
羲
之 

之
を
求
む
。
道
士
請
ふ
、
道
徳
経
を

写
さ
ば
則
ち
群
を
挙
げ
て
以
て
之
を
許
さ
ん
と
。
羲
之 

為
め
に
老
子
五
千
言

を
書
し
、
道
士
に
畀
し
む
。
即
ち
鵝
を
籠
し
、
皆
な
携
へ
て
還
る
。
故
に

世 

道
徳
経
を
号
し
て
換
鵝
経
と
為
す
。
然
れ
ど
も
李
太
白 

道
徳
経
と
云
は
ず

し
て
黄
庭
経
と
云
ふ
。
説
く
者
皆
な
以
為
へ
ら
く
未
だ
詳
ら
か
な
ら
ず
と
。
余

頃
ろ
山
堂
肆
考
を
見
る
に
、
王 

黄
庭
経
を
写
し
、
以
て
鵝
に
換
へ
て
去
る
。

且
つ
謂
へ
ら
く
鵝
の
屈
伸 

項
を
縮
む
る
の
態
、
筆
法
に
似
た
る
こ
と
有
り
。

故
に
王 

甚
だ
之
を
愛
す
。
埤
雅
に
「
鵝
善
く
其
の
項
を
旋
転
す
。
古
の
書
を

学
ぶ
者
、
法
っ
て
以
て
腕
を
動
か
す
」
と
。　

（
原
漢
文
）

　

羅
山
が
典
拠
と
す
る
『
山
堂
肆
考
』
を
繙
く
と
、
巻
一
三
三
の
「
為
道
士
写

経
」
に
、「
山
陰
道
士
好
養
鵝
。
王
羲
之
往
観
焉
。
意
甚
悦
。
因
求
市
。
道
士

云
、
為
我
写
道
徳
経
。
当
挙
群
相
贈
。
羲
之
写
畢
、
籠
鵝
而
去
」
と
あ
り
、
ま

た
、
巻
一
四
八
の
「
贈
鵝
」
に
、「
僊
伝
拾
遺
道
士
、
管
霄
霞
籠
紅
鵝
一
双
、
遺

王
羲
之
。
請
書
黄
庭
経
曰
、
此
鵝
乃
僊
鵝
也
。
後
果
飛
昇
去
。
按
埤
雅
鵝
善
転
旋

其
項
。
古
之
学
書
者
、
法
以
動
腕
。
故
羲
之
好
鵞
」
と
あ
る
。
ま
た
、
巻
二
十
四

の
「
玩
鵞
」、「
羲
之
滌
墨
」
の
条
で
も
、
王
羲
之
と
鵞
鳥
に
つ
い
て
記
述
す
る
。

　

続
け
て
、
凡
例
を
示
す
。『
観
鵞
百
譚
』
で
は
、
序
文
に
つ
い
で
、
凡
例
六
項

を
載
せ
る
。
こ
れ
を
す
べ
て
翻
刻
し
、
必
要
に
応
じ
て
項
ご
と
に
語
釈
を
付
す
。

【
凡
例
】

○
三
丁
表
二
行
目
〜
十
行
目

一　

此こ
の

冊
子
に
載
る
物
語
、
其そ
の

出
書
を
し
る
さ
ず
、
是こ
れ

亦ま
た

古
き
書
の
一
体
な
り
。

又
出
書
さ
の
み
奇
書
異
聞
に
も
あ
ら
ず
、
臨
池
家
の
常
話
な
れ
ば
な
り
。

　
　
　

知
慎
、
筐
笥
中
の
臨
池
夜
話
に
、
悉
く
出
書
を
記
す
。
是
老ら

う

耄ば
う

の
遺
忘
に

備
る
た
め
な
れ
ば
な
り
。

一　

臨
池
の
雑ざ

ふ

談だ
ん

何
ぞ
是
に
盡つ
き

ん
。
臨
池
夜
話
に
猶
許そ
こ

多ば
く

あ
り
。
老
境
若も
し

間＊

暇
あ

ら
ば
、
続
編
を
綴
ら
む
と
欲
す
。
し
ら
ず
能よ

く

せ
ん
や
、
い
な
や
。
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〈
語
釈
〉

・
間
暇
…
閑
暇
。

○
三
丁
裏
一
行
目
〜
八
行
目

一　

筆
法
の
意
味
を
説と

き

た
る
は
、
高＊

玅
に
し
て
、
假
名
に
書か
き

取と
る

事こ
と

を
得
ず
。
因
て

是
を
洩も

ら

す
。
此
冊
子
に
は
、
専
も
っ
ぱ
ら

筆
硯
に
つ
き
た
る
物
語
を
し
る
す
。

〈
語
釈
〉

・
高
玅
…
高
妙
。

一　

雑
談
、
同
じ
類
の
事
は
、
一
列
に
編あ

ま

ん
と
欲
す
れ
ど
も
、
老ら
う

懶ら
い

厭
は
し
く
、

殊
に
も
と
見
る
に
従

し
た
が
ひて
箚
＊
さ
っ

記き

せ
し
も
の
な
れ
ば
、
散
乱
し
て
次
第
な
し
。
会＊

稽
・
王
氏
、
呉＊

興
・
趙
氏
、
衡＊

山
・
文
氏
、
な
ど
の
事
、

各
お
の
お
の

前
後
乱
雑
な

り
。
重
複
も
お
ほ
か
る
べ
し
。

〈
語
釈
〉

・
箚
記
…
書
物
を
読
ん
で
得
た
こ
と
を
随
時
書
き
記
し
た
も
の
。

・
会
稽 

王
氏
…
東
晋
・
王
羲
之
〈
三
〇
三
―
三
六
一
〉。
王
羲
之
は
会
稽
山
（
浙

江
省
紹
興
）
に
居
住
し
た
。

・
呉
興 

趙
氏
…
元
・
趙
孟
頫
〈
一
二
五
四
―
一
三
二
二
〉。
趙
孟
頫
は
呉
興
（
浙

江
省
湖
州
）
の
出
身
。

・
衡
山 

文
氏
…
明
・
文
徴
明
〈
一
四
七
〇
―
一
五
五
九
〉。
衡
山
は
そ
の
号
。

○
三
丁
裏
九
行
目
〜
四
丁
表
八
行
目

一　

此
冊
子
に
、
羲＊

之
を
逸
少
と
書か
き

、
右
軍
と
も
、
会
稽
と
も
、
瑯
琊
と
も
い

ひ
、
子＊

昂
を
孟
頫
と
書
、
集
賢
と
も
、
呉
興
と
も
、
文
敏
と
も
、
松
雪
と
も
、

魏
公
と
も
い
ひ
、
徴＊

明
を
徴
仲
と
も
、
衡
山
と
も
、
待
詔
と
も
い
ふ
は
、
幼
学

を
し
て
、
古
賢
の
称
を
し
ら
し
め
ん
為
也
。
因
て
其そ

の

分
註
に
断
こ
と
は
りを

書
す
。
餘
皆み
な

之
に
傚
へ
り
。

〈
語
釈
〉

・
羲
之
…
王
羲
之
。
逸
少
は
号
。
右
軍
は
官
職
。
会
稽
・
瑯
琊
は
居
住
地
。

・
子
昂
…
趙
孟
頫
。
子
昂
は
字
。
号
は
松
雪
道
人
。
呉
興
は
出
身
地
。
魏
国
侯
に

封
ぜ
ら
れ
、
文
敏
と
諡
さ
れ
た
。

・
徴
明
…
文
徴
明
。
徴
明
、
徴
仲
と
も
に
字
。
衡
山
は
号
。
翰
林
院
待
詔
は
官
職
。

一　

巻
頭
に
、
王
羲
之
、
趙
子
昂
、
文
徴
明
と
、
次
第
し
て
書か

き

記し
る

し
、
第
百
談

に
、
徴
明
の
徳
行
、
文
詞
、
世
系
、
寿
量
を
以
て
、
筆
を
と
ゞ
む
る
は
、
聊

い
さ
さ
か
　

　

微
意
あ
る
而
已
。

〈
補
説
〉

　

凡
例
に
よ
り
、
広
沢
の
執
筆
態
度
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
ず
、
第
一
項
で
は
、
下
敷
き
と
し
た
『
臨
池
夜
話
』
に
は
備
忘
の
た
め
に
、

百
譚
の
出
典
名
を
記
し
た
が
、『
観
鵞
百
譚
』
を
編
み
直
し
た
際
に
は
省
略
し

た
。
そ
れ
は
、
奇
書
異
聞
の
類
で
は
な
く
、
よ
く
知
ら
れ
る
話
を
採
録
し
た
か
ら

で
あ
る
、
と
述
べ
る
。
書
論
の
採
録
に
当
た
り
、
広
沢
が
意
を
尽
く
し
た
さ
ま
が

窺
え
る
。

　

第
四
項
で
は
、
類
話
は
同
じ
項
目
で
ま
と
め
た
か
っ
た
が
、
老
懶
の
た
め
厭
わ

し
く
、
順
序
次
第
の
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
謙
遜
す
る
。
第
五
項
で

は
、
同
一
人
の
名
称
を
統
一
せ
ず
、
異
称
を
さ
ま
ざ
ま
に
用
い
た
の
は
（
例
：
王

羲
之
を
羲
之
、
逸
少
、
右
軍
、
会
稽
、
瑯
琊
等
と
呼
称
す
る
こ
と
）、
幼
学
の
た

め
に
、
古
賢
の
名
称
を
教
え
る
た
め
で
あ
る
、
と
す
る
。
こ
の
一
文
は
興
味
深

く
、
広
沢
の
後
進
を
育
成
せ
ん
と
い
う
心
意
気
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

最
後
の
第
六
項
は
、
広
沢
が
王
羲
之
・
趙
子
昂
・
文
徴
明
を
尊
崇
す
る
態
度
を

明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
王
羲
之
（
第
一
談
）
よ
り
始
め
、
趙
子
昂
（
第
二

談
）、
文
徴
明
（
第
三
談
）
と
順
次
進
み
、
最
終
の
第
百
談
を
文
徴
明
で
締
め

る
、
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
編
集
に
つ
い
て
、
広
沢
は
「
聊
か
微
意

あ
る
の
み
」
と
記
す
。
そ
の
少
々
考
え
が
あ
っ
た
と
い
う
広
沢
の
意
図
は
、
全
百
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譚
の
標
題
（
目
録
）
か
ら
窺
い
知
れ
る
。

三
、『
観
鵞
百
譚
』
に
お
け
る
王
羲
之
・
趙
子
昂
・
文
徴
明
の
尊
崇

　

唐
様
の
第
一
人
者
で
あ
る
広
沢
が
尊
崇
し
た
書
家
は
、
王
羲
之
・
趙
子
昂
・
文

徴
明
の
三
名
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
、
全
百
譚
に
お
い
て
、
王
羲
之
・
趙
子
昂
・
文
徴
明
に
関
わ
る
標
題

（
目
録
）
を
列
挙
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　

第　

一　

談　

王
右
軍
換
鵞
道
徳
経

　

第　

二　

談　

趙
集
賢
得
晋
人
正
脈

　

第　

三　

談　

文
衡
山
与
趙
公
抗
行

　

第　

七　

談　

右
軍
蘭
亭
敍
入
昭
陵

　

第　

十　

談　

右
軍
東
坡
山
谷
濃
墨

　

第

十

三

談　

文
衡
山
祝
支
山
優
劣

　

第

廿

四

談　

右
軍
筆
陣
図
為
偽
作

　

第

廿

五

談　

趙
呉
興
多
代
筆
贋
書

　

第

廿

六

談　

右
軍
大
令
橘
梨
三
百

　

第

四

十

談　

松
雪
雪
菴
題
署
推
譲

　

第
五
十
一
談　

衡
山
鑑
定
呉
人
承
惠

　

第
五
十
六
談　

大
令
除
改
右
軍
壁
書

　

第
五
十
七
談　

趙
文
敏
書
神
速
如
風

　

第
五
十
八
談　

呉
興
写
竹
与
八
法
通

　

第
六
十
二
談　

王
家
七
郎
執
帚
書
壁

　

第
六
十
八
談　

祝
京
兆
跋
趙
呉
興
書

　

第

七

十

談　

右
軍
真
草
誤
刮
棐
几

　

第
七
十
六
談　

右
軍
十
二
竊
父
秘
書

　

第
八
十
七
談　

王
帖
三
千
一
丈
二
尺

　

第
九
十
四
談　

呉
興
金
剛
経
仲
穆
継

　

第　

百　

談　

衡
山
徳
行
世
系
寿
量

　

以
上
の
よ
う
に
、
王
羲
之
・
趙
子
昂
・
文
徴
明
の
名
に
関
わ
る
標
題
を
列
挙
す

る
だ
け
で
も
百
譚
中
、
二
十
一
談
に
上
り
、
広
沢
が
い
か
に
こ
の
三
人
を
尊
崇
し

て
い
た
か
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
標
題
に
関
わ
ら
な
く
と
も
、
三
人
の
名
は

随
所
に
見
ら
れ
る
。
鈴
木
晴
彦
氏
の
詳
細
な
調
査
結
果
（「
細
井
広
沢
考
―
『
観

鵞
百
譚
』
を
中
心
に
―
」、『
観
鵞
百
譚
』
人
名
頻
度
別
一
覧
表
）
に
拠
れ
ば
、

『
観
鵞
百
譚
』
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
四
百
余
名
の
人
物
の
中
で
、
登
場
回
数
第
一

位
が
王
羲
之
の
三
一
回
、
第
二
位
が
王
献
之
と
趙
孟
頫
の
一
八
回
、
以
下
、
米
芾

一
六
回
、
文
徴
明
一
三
回
、
蘇
軾
一
二
回
と
続
く
。
但
し
、
登
場
回
数
が
多
い
か

ら
と
言
っ
て
、
必
ず
し
も
広
沢
が
そ
の
人
物
を
手
放
し
で
評
価
し
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
例
も
あ
り
、
注
意
す
る
必
要
は
あ
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
王
羲
之
の
息

子
で
あ
る
献
之
に
対
し
て
は
、
相
当
高
い
評
価
は
す
る
も
の
の
、
あ
く
ま
で
羲
之

に
次
ぐ
も
の
と
捉
え
て
い
る
。
第
五
十
六
談
で
は
、
羲
之
が
壁
に
揮
毫
し
て
出
掛

け
た
後
、
献
之
が
そ
れ
を
拭
き
取
っ
て
書
き
直
し
、
我
な
が
ら
う
ま
く
書
け
た
と

ご
満
悦
の
と
こ
ろ
に
羲
之
が
戻
っ
て
き
て
そ
れ
を
見
、「
我
出い

で

し
時
、
大
お
ほ
い

に
酒
に

酔ゑ
ひ

た
る
な
ら
ん
」
と
嘆
息
し
た
、
と
い
う
逸
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

第
十
三
談
で
は
、
文
徴
明
と
祝
允
明
の
優
劣
を
比
較
し
、
世
間
で
は
祝
允
明
の

方
を
高
く
評
価
す
る
が
、
正
脈
と
は
言
え
な
い
と
し
て
、
文
徴
明
に
軍
配
を
上
げ

て
い
る
。
祝
允
明
も
五
回
を
数
え
、
第
一
五
位
に
入
っ
て
い
る
が
、
登
場
回
数
は

斯
様
な
事
情
に
も
因
る
の
で
あ
る
。

　

『
観
鵞
百
譚
』
は
、
主
と
し
て
中
国
書
論
を
引
用
し
な
が
ら
、
広
沢
が
按
語
を

付
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
奇
想
天
外
な
逸
話
に
対
し
て
は
、
そ
れ
を
却
下
す
る
姿

勢
が
窺
え
る
。
た
と
え
ば
、
第
六
談
「
張
長
史
劍
器
搵
髪
誤
」
で
は
、
俗
言
と
し

て
伝
わ
る
、
張
旭
が
頭
髪
に
墨
を
浸
し
て
大
声
で
叫
び
な
が
ら
揮
毫
し
た
と
い
う

逸
話
に
つ
い
て
、「
筆
を
揮
ひ
て
、
時
に
大

お
ほ
い

に
叫
び
し
と
也
、
揮
毫
と
あ
れ
ば
、

頭
髪
に
て
字
を
書か

き

た
る
に
あ
ぬ
事

明
あ
き
ら
か

也
」
と
記
す
。
書
に
対
す
る
熱
情
を
懐
き
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な
が
ら
も
、
沈
静
な
客
観
的
視
点
を
有
し
、
荒
唐
無
稽
な
話
は
、
あ
く
ま
で
一
つ

の
言
い
伝
え
と
し
て
捉
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
序
文
冒
頭
に
あ
る
「
皆
本
文

の
正
し
き
事
の
み
翻
訳
す
る
也
」
と
い
う
真
摯
な
学
究
態
度
が
反
映
さ
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
日
本
の
能
書
や
文
学
に
も
目
を
配
り
、
日
中
融
合
の
様
相
を
呈
し
て
い

る
の
は
大
変
興
味
深
い
。
こ
こ
に
、
日
本
に
関
連
す
る
標
題
を
い
く
つ
か
抜
き
書

き
し
て
お
く
。
第
十
一
談
「
日
本
書
法
中
国
称
揚
」（
和
朝
の
書
法
が
、
後
漢
の

時
代
に
既
に
称
揚
さ
れ
て
い
た
こ
と
）、
第
十
九
談
「
伊
勢
源
氏
事
捗
筆
墨
」（
目

録
で
は
「
伊
勢
源
氏
事
捗
筆
事
」。
紫
式
部
は
筆
法
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
こ

と
）、
第
三
十
二
談
「
大
嘗
会
殿
額
御
屏
字
」、
第
六
十
五
談
「
弘
法
大
師
鼠
跡
心

経
」、
第
七
十
八
談
「
和
朝
額
字
佐
理
神
妙
」、
第
八
十
三
談
「
行
成
扇
面
字
上
御

几
」、
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。「
大
嘗
会
屏
風
」
の
揮
毫
が
い
か
に
重
要
事
で
あ

る
か
は
、
世
尊
寺
家
六
代
目
・
藤
原
伊
行
が
そ
の
著
『
夜
鶴
庭
訓
抄
』（
一
一
六

五
頃
成
立
）
で
既
に
述
べ
て
い
る
。
広
沢
が
日
本
の
書
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な

事
柄
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
か
、
そ
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

四
、『
観
鵞
百
譚
』
跋

　

本
章
で
は
、
第
五
冊
の
末
尾
に
記
さ
れ
た
跋
文
を
翻
刻
す
る
。
本
文
に
見
ら
れ

る
書
風
と
は
相
違
が
あ
り
、
草
書
を
多
用
し
た
流
麗
な
筆
致
を
示
し
て
い
る
。
跋

文
に
従
え
ば
、
広
沢
自
身
の
手
跡
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

【
跋
】

〈
翻
刻
〉

　

知
慎
十
年
前
、
此
書
を
筆
し
て
、
藤
城
侯
の
成
童
な
り
し
日
、
奉
り
し
こ
と
、

叙
文
に
い
へ
る
が
ご
と
し
。
其
後
、
子＊

侄て
つ

・
親
友
の
言
に
ま
か
せ
て
、
一
見
せ
し

め
し
事
は
あ
れ
ど
も
、
広
く
外
に
出
す
事
は
な
か
り
し
に
、
何
人
の
戯
に
や
、
書

写
し
て
肆
に
売
る
こ
と
あ
り
と
聞
て
、
来
游
の
少
年
、
い
か
り
ふ
つ
む
く
あ
り
。

『
観
鵞
百
譚
』
跋
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余
い
へ
ら
く
、
も
と
よ
り
し
て
い
さ
ゝ
か
惜
む
べ
き
に
あ
ら
ず
。
併
笑
を
大
方
に

貽の
こ

さ
む
こ
と
を
恥
る
の
み
也
。
い
ま
や
し
か
ら
ば
、
ふ
せ
ぐ
事
を
得
が
た
し
。
梓

に
ち
り
ば
め
て
、
広
く
四
方
に
眎し

め

さ
ん
に
は
し
か
じ
と
て
、
書
林
何
某
に
ゆ
る
し

与
へ
侍
る
。
さ
れ
ば
、
知
慎
が
筆＊

迹
を
得
て
鏤
ち
り
ば

め
ん
と
乞
て
や
ま
ず
。
然
れ
ど

も
、
余 
近
年
は
編
修
の
教
命
に
か
た
ぶ
き
て
、
他
に
及
ぶ
い
と
ま
な
し
。
よ
て

老
友
一
枝
翁
の
写
本
を
強
て
こ
ひ
と
り
て
、
是
を
あ
た
へ
ぬ
、
翁
は
も
と
よ
り
書

名 

世
に
高
け
れ
ば
、
剞き

劂け
つ

望
た
り
ぬ
。
さ
る
に
又
そ
の
こ
と
は
り
を
、
知
慎
に

か
い
つ
ら
ね
よ
と
求
む
る
事
至
て
切
な
り
。
よ
て
其
本
の
末
に
録
す
る
こ
と
か
く

の
ご
と
し
。
時
、
享
保
十
九
年
四
月
八
日
、
広
沢
老
人
知
慎
（
花
押
）

〈
通
釈
〉

　

私
（
知
慎
）
は
、
十
年
前
、
本
書
を
書
き
著
し
て
、
藤
城
侯
が
十
五
歳
に
な
ら

れ
た
日
に
奉
じ
た
こ
と
は
、
序
文
に
書
い
た
通
り
で
あ
る
。
そ
の
後
、
親
族
や
朋

友
に
頼
ま
れ
て
一
見
さ
せ
た
こ
と
は
あ
る
が
、
広
く
外
に
示
し
た
こ
と
は
な
か
っ

た
の
に
、
だ
れ
の
戯
れ
か
、
こ
れ
を
書
き
写
し
て
書
肆
に
売
る
者
が
い
る
と
い
う

こ
と
を
聞
き
つ
け
て
、
来
訪
の
少
年
が
憤
慨
し
て
い
る
。
私
が
言
う
こ
と
に
は
、

も
ち
ろ
ん
い
さ
さ
か
も
惜
し
む
べ
き
も
の
で
は
な
い
、
と
。
た
だ
、
失
笑
を
多
く

の
人
に
残
す
こ
と
を
恥
じ
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
今
や
、
そ
れ
も
防
ぐ
こ
と
は

難
し
い
。
そ
れ
で
あ
る
な
ら
ば
、
出
版
し
て
、
広
く
四
方
に
示
す
に
は
及
ば
な
い

だ
ろ
う
と
考
え
、
書＊

林
何
某
に
許
可
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら

ば
、
と
書
肆
は
私
の
筆
跡
で
梓
行
し
た
い
と
懇
請
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
は

近
年
は
編
修
に
命
を
か
け
て
い
る
の
で
、
時
間
を
割
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
よ
っ

て
老
友
一
枝
翁
の
写
本
を
強
く
要
請
し
て
入
手
に
、
こ
れ
を
与
え
た
の
で
あ
る
、

翁
は
日
頃
よ
り
書
名
が
世
に
高
け
れ
ば
、
上
梓
の
望
み
に
応
え
る
に
十
分
で
あ

る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
満
足
せ
ず
、
事
の
顛
末
を
ど
う
し
て
も
私
に
書
け
と
切

望
す
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
末
尾
に
著
録
し
た
次
第
で
あ
る
。
時

に
、
享
保
十
九
年
四
月
八
日
、
広
沢
老
人
知
慎
。

〈
語
釈
〉

・
子
侄
…
子
や
お
い
。

・
梓
に
ち
り
ば
め
て
…
梓
に
鏤
め
る
と
は
、
版
木
に
刻
む
、
す
な
わ
ち
出
版
す
る

の
意
。
版
木
に
梓
の
木
を
用
い
た
こ
と
に
よ
る
。

・
書
林
何
某
…
奥
付
に
は
、「
書
肆　

川
村
源
左
衛
門
梓
行
」
と
あ
る
。

・
筆
迹
…
刊
本
「
筆
蹟
」
に
作
る
。

・
剞
劂
…
剞
・
劂
は
彫
刻
用
の
小
さ
な
刃
物
。
上
梓
す
る
。
梓
に
刻
む
。
梓
に
上

す
。

〈
補
説
〉

　

跋
文
で
は
、
上
梓
に
至
る
顚
末
が
広
沢
の
自
筆
で
書
か
れ
て
お
り
、
興
味
深

い
。
一
少
年
の
た
め
に
稿
を
成
し
て
か
ら
十
年
、
漸
く
本
書
は
日
の
目
を
見
た
の

で
あ
る
。『
観
鵞
百
譚
』
は
、
後
世
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
書
論
で
あ
る
。
お

よ
そ
半
世
紀
後
の
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
に
は
、
中
山
高
陽
〈
一
七
一
七
―
一

七
八
〇
〉
の
批
正
に
よ
る
『
観
鵞
百
譚
批
考
』
が
編
纂
さ
れ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

『
観
鵞
百
譚
』
は
後
学
の
た
め
の
道
標
と
な
る
一
書
で
あ
る
が
、
広
沢
書
法
の
神

髄
は
、
本
書
第
九
十
五
談
で
も
語
ら
れ
る
「
把
筆
撥
蹬
不
用
苦
緊
」
に
あ
る
「
撥

蹬
法
」
を
標
榜
し
た
こ
と
に
あ
る
。

総
括

　

広
沢
に
は
書
に
関
す
る
多
く
の
著
述
が
あ
る
が
、
中
で
も
『
紫
微
字
様
』『
撥

蹬
真
詮
』『
観
鵞
百
譚
』
は
広
沢
書
論
三
部
作
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

『
紫
微
字
様
』
は
、
当
時
流
布
し
て
い
た
明
の
黄こ

う

鏊ご
う

・
黄こ
う

鉞え
つ

兄
弟
の
編
に
よ
る

『
内
閣
秘
伝
字
府
』
を
批
判
し
、
文
徴
明
の
書
を
標
榜
し
て
唐
様
の
淵
源
を
明
ら

か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
文
徴
明
な
ら
び
に
師
の
北
島
雪
山
、
そ
し
て
広
沢
自
身

こ
そ
が
、
二
王
（
王
羲
之
・
献
之
）
以
来
の
正
脈
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
撥
鐙
法

（
撥
蹬
法
）」
を
相
承
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
と
主
張
す
る
。
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『
撥
蹬
真
詮
』
は
、「
撥
鐙
法
（
撥
蹬
法
）」
の
真
髄
を
明
ら
か
に
し
、
広
沢
流

こ
そ
が
王
羲
之
以
来
の
正
統
的
な
唐
様
の
書
法
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
よ
う
と
し

た
も
の
で
あ
る
。
広
沢
は
『
曲
礼
全
経
』
に
収
め
る
書
法
詮
要
第
四
の
中
の
執
筆

法
を
著
録
し
、
従
来
の
和
様
の
単
鉤
法
を
排
し
、
双
鉤
法
を
是
と
す
る
。『
曲
礼

全
経
』
は
、
既
に
貝
原
益
軒
が
『
心
画
軌
範
』
の
中
で
引
用
す
る
が
、
広
沢
は
こ

れ
を
訳
し
て
詳
細
な
説
明
を
付
し
て
い
る
。
日
本
書
学
に
お
け
る
「
撥
鐙
法
（
撥

蹬
法
）」
は
、
広
沢
に
よ
っ
て
実
質
的
に
端
緒
が
開
か
れ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
だ
ろ
う
。

　

書
学
書
道
史
分
野
で
は
一
般
に
、
当
時
流
儀
書
道
と
し
て
陋
習
に
陥
っ
て
い
た

「
和
様
」
の
対
立
軸
と
し
て
「
唐
様
」
が
興
起
し
た
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
が
、
実

の
と
こ
ろ
「
唐
様
」
は
か
な
り
初
期
の
段
階
か
ら
そ
の
書
風
を
め
ぐ
っ
て
唐
様
同

士
で
の
対
立
が
激
化
し
て
い
た
。「
和
様
」
は
家
の
書
を
墨
守
す
る
た
め
に
内
向

き
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、「
唐
様
」
は
そ
の
書
の
正
統
性
を
世
に
示
さ

ん
と
し
て
多
分
に
排
撃
的
な
様
相
を
呈
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
当
時
、
儒
学
を

め
ぐ
っ
て
朱
子
学
派
と
陽
明
学
派
の
対
立
が
顕
著
な
も
の
と
な
り
、
諸
派
の
乱
立

を
招
い
た
が
、
こ
れ
と
同
様
の
現
象
が
唐
様
書
に
お
い
て
も
起
こ
っ
て
い
た
と
い

え
よ
う
。
諸
派
が
乱
立
す
る
中
で
、
義
憤
の
士
で
あ
る
広
沢
は
、『
紫
微
字
様
』

『
撥
蹬
真
詮
』
の
二
著
を
根
幹
と
し
て
、
他
流
を
完
膚
な
き
ま
で
に
論
駁
し
た
の

で
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
、『
観
鵞
百
譚
』
の
趣
旨
は
だ
い
ぶ
異
な
る
。
ま
ず
、
和
漢
の
書

に
関
す
る
故
事
・
逸
話
な
ど
百
条
を
集
録
し
た
、
と
い
う
こ
と
が
、
前
例
の
な
い

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
百
条
に
広
沢
が
按
語
を
付
す
こ
と
に
よ
り
、
唐
様
書

の
根
本
原
理
を
明
ら
か
に
し
た
と
い
う
こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
広
沢
の
著

し
た
他
の
書
論
が
、
多
分
に
同
時
代
の
書
家
を
論
破
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
の

に
対
し
、『
観
鵞
百
譚
』
は
後
学
の
士
に
教
授
す
る
と
い
う
視
点
を
有
し
て
い

る
。
そ
の
広
沢
の
眼
差
し
は
、
幾
許
か
穏
や
か
で
あ
る
。

　

前
身
に
当
た
る
『
臨
池
夜
話
』
か
ら
『
観
鵞
百
譚
』
に
至
る
間
、
故
事
・
逸
話

を
百
条
に
絞
り
込
む
の
に
、
相
当
な
労
力
を
割
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

唐
様
書
家
の
筆
頭
と
目
さ
れ
る
広
沢
が
、
中
国
書
法
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
書
道

に
関
す
る
故
事
も
渉
猟
し
た
こ
と
は
、
特
筆
に
値
す
る
。
今
日
で
も
、
こ
の
百
条

の
多
く
が
、
日
中
書
道
史
に
お
け
る
基
礎
知
識
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
、
大
い
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

本
稿
で
は
、『
観
鵞
百
譚
』
の
序
・
凡
例
・
目
録
・
跋
に
基
づ
き
、
解
題
を
ま

と
め
る
こ
と
を
主
眼
と
し
た
が
、
今
後
は
一
条
一
条
を
具
体
的
に
解
釈
し
て
い
く

こ
と
で
、
広
沢
の
説
く
唐
様
書
の
真
髄
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
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